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雄 Sprague Da w ley ラットを二組に分け一組をNPHインスリンを12時間毎に 1 日量0.5単位から漸
増し 2 週間で最後 1 日量 6 単位となる様に皮下注射により与えた。もう一組は NPH希釈液を皮下注
射した。低血糖を防止するため角砂糖と 5%ブドウ糖液を自由に与えた。この様なラットから 15 日目
に Rodbell の方法にて遊離脂肪細胞を作成し， 125 I標識されたインスリンと非標識インスリンと 24t で
90分間，府置後脂肪細胞を分離して測定した。糖転送は予めインスリンと府置後， 2-Deoxy [1 _14C] 
内δa斗‘
glucose あるいは， P'CJ3-0-methyl glucose のとりこみを測定した。
インスリン注射群では有意に高値の血中インスリン濃度(292" 3μU/ml v.s. 65 2" 5) を示し，その脂肪



























影響を本論文は初めて in vivo にて直接的に証明し，インスリラ感受性低下のメカニズムを明らかに
した点は特筆に値する。
-144-
